
 

旧野庭中学校後利用サウンディング型市場調査 実施要領 
 
 
 
 
 
※  サウンディング型市場調査とは、市有地等の活用検討の早い段階で、その活用方法について事業者
の皆様から広く御意見・御提案いただく「対話」を通して、利活用の可能性を確認するために実施す
る調査のことです。  

１ サウンディング（対話）の概要及び申込み方法等 
 
●サウンディング（対話）の実施方法（アイデア及びノウハウの保護のため、対話は個別に行いま

す。） 
【日  時】令和８年９月 14日（月）から令和８年９月 18日（金）まで 
【会  場】横浜市庁舎 
【対 象 者】旧野庭中学校の跡地活用に関心のある法人又は法人のグループ等 
【実施方法】直接対話（１団体あたり１時間以内で実施予定） 

※事前に「ヒアリングシート」を提出いただき、シートを活用して対話を行います。 
※ご希望により、オンライン（Teams（チームズ）を利用予定）による対話も可能です。 
  

※現地見学会の開催（参加希望の皆様へ同時に実施します。） 

サウンディング（対話）実施前に、現地見学会を開催します。 
  【日時】令和８年８月６日（木）14 時 00分～16時 00分 

【場所】旧野庭中学校（港南区野庭町 630） 
※参加希望の方は、サウンディングの参加と併せてお申し込みください。 
※駐車場の数に限りがありますので、お車でお越しの場合は１事業者につき１台のみ敷地 

内に駐車可能です。２台以上でお越しの場合は、周辺道路など駐車場以外の場所に駐車する 

ことのないようご注意ください。 

※現地見学会に参加されない場合でも、対話への参加は可能です。 
 
 
●サウンディング（対話）の参加申込 

 「エントリーシート」（様式１）を記入し、Ｅメールへ添付の上、お申し込みください。 
【申込期間】令和８年７月 10日（金）から令和８年８月５日（水）午後５時まで 

【申 込 先 】建築局市営住宅課 

Ｅメールアドレス：kc-shieijutaku@city.yokohama.lg.jp 

※メール件名は【対話参加申込】としてください。 

※オンラインでの対話を希望される場合、事前に接続テストを行います。 

 
●サウンディング（対話）資料の提出 

「３ 後利用の基本的な考え方」をご確認いただき、可能な範囲で「事前ヒアリングシート」（様式

２）を記入し、Ｅメールへ添付の上、ご提出ください。 

【提出期限】対話実施日の５営業日前まで 
【提 出 先】建築局市営住宅課 

Ｅメールアドレス：kc-shieijutaku@city.yokohama.lg.jp 
※メール件名は【ヒアリングシート提出】としてください。 

横浜市では、旧野庭中学校（港南区野庭町土地）の有効活用を検討しています。 

今回、サウンディング型市場調査として、企業をはじめとする民間事業者等の皆様に、参入意向・活

用アイデア等をお聞きする「対話」を実施し、地域のニーズに対応する利活用の可能性を調査します。 
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（サウンディング実施後、公募に向けた庁内検討を行うため、公募開始まで時間を要する場合がありま

す） 

 

 

２ 対象地の基本情報  
 概要は次のとおりです。位置図・案内図は資料１、平面図は資料２をご確認ください。 

 

（１）土地の情報 

所 在 港南区野庭町 630 

交 通 ア ク セ ス 
JR根岸線「港南台」駅、横浜市営地下鉄ブルーライン「上永谷」「上大岡」駅、

京浜急行本線「上大岡」駅から バス「深田橋」下車 徒歩３分 

地 目 ・ 地 積 学校用地 ・ 18,100㎡（公簿） 

都 市 計 画 に よ る 

制 限 

第一種中高層住居専用地域（建ぺい率：60％ 容積率：150%） 

第三種高度地区 

準防火地域 

現 況 等 
校舎・体育館・プール、災害用地下給水タンク・緊急給水栓、ハマッコトイ

レ等が現存 

そ の 他 建築基準法第 86条による一団地認定区域 

※ 都市計画による制限内容、建築基準法上の道路種別等は、横浜市行政地図情報提供システム内

の「ｉ－マッピー」（まちづくり地図情報）で確認してください。 
＜横浜市行政地図情報提供システム URL＞ https://wwwm.city.yokohama.lg.jp/yokohama/Portal  

 
（２）建物の情報 

構 造 鉄筋コンクリート造４階建 

床 面 積 約 8,600㎡ 

建 物 高 さ 15.73m（高さの特例許可あり） 

し ゅ ん 工 昭和 49年度（耐震補強済み） 

 ※ 上記のほか、プール、物置等が複数棟、防球ネット等の工作物及び立木等があります。 
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３ 後利用の基本的な考え方 
 

次の「野庭住宅・野庭団地 複合拠点構想（案）」（資料３）を踏まえて、民間事業者等による活用に

ついて、御意見・御提案いただきたいと考えています。 

なお、本対象地の現行用途地域は第一種中高層住居専用地域ですが、用途地域の見直しを含めた検討

を行うこととしています。 

見直しにあたっては、周辺の土地利用状況や居住環境との調和を重視しつつ、一定の生活利便機能の

導入を可能とする土地利用を想定しています。今回は第二種住居地域を想定し、3000 ㎡以上の商業施

設を主たる用途とし、御意見・御提案をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）複合拠点構想（案）に対応した提案 

上記複合拠点構想（案）を踏まえて、どのような施設や機能による後利用が考えられるか、ご検討

ください。旧野庭中学校の跡地の有効活用を図るとともに、周辺の環境との調和に配慮し、地域に貢

献できる事業内容を求めています。 

 

（２）地域との連携や地域貢献に資する取組に関する提案 

地域活動への参加や、地域住民と交流するための取組について、ご回答ください。 

（例：地域交流イベントの実施、地域行事の運営や場所提供等の協力 等） 

 

 

 

 

 

※野庭住宅・野庭団地 複合拠点構想（案）より一部抜粋 

【拠点】【活動】 

・徒歩圏において不足している商業機能を強化し、生活利便性の向上とにぎわいや雇用の場を創出

するため、ホームセンターや飲食店などのアンケートで要望の高かった施設を中心に複合的に計画 

【つながり】 

・緑道からアクセス可能な、子どもから大人まで憩える交流の場や屋外広場空間の創出  

・周辺住環境と拠点を緩やかにつなげる屋外広場や緑道との一体的空間づくり 

・自転車や電動モビリティなどのシェアリングサービスの設置 

【安心・安全】 

・周辺住民が災害時に利用できる一時避難、トイレ、給水の提供等、防災に資する機能の誘導 

・備蓄や物資供給、物流対応等に資する機能の誘導 

・災害時の活動や支援拠点として活用可能な空間の誘導 

価格については、今後実施する不動産鑑定等を基に算出するため、現時点でお示しすることができ

ません。なお、不動産鑑定は、公募時の土地利用条件を踏まえて実施します。 

※ 価格に関する参考情報（本市の過去事例） 

① 土地貸付・建物売却の事例（旧庄戸中学校（栄区、令和４年度実施、地積 16,040.95 ㎡）） 

土地貸付料（月額）1,315,357 円、建物売却価格 65,846,000円 

② 土地・建物売却の事例（並木第三小学校、（金沢区、平成 22年度実施、地積 16,399.85㎡）） 

土地売却価格 1,277,548,315円、建物売却価格 42,600,000円 
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４ 留意事項 

（１）参加の扱い 

サウンディング（対話）への参加実績は、今後の対象地での公募等に際し、優位性を持つものでは

ありません。 

（２）対話内容の扱い 

対話内容は、今後の公募に向けた検討の参考とさせていただきます。ただし、双方の発言とも、あ

くまで対話時点の想定のものとし、何ら約束をするものではありません。 

（３）サウンディング（対話）に関する費用及び説明資料の提出 

ア サウンディング（対話）への参加に要する費用は、参加いただいた民間事業者等の御負担とさせ

ていただきます。 

イ 説明資料の提出は求めません。ただし、必要と考えられる場合は、御持参ください。 

（４）追加サウンディング（対話）への協力 

必要に応じて、メール・電話等による追加サウンディング（対話）を実施させていただくことがあ

りますので、御協力をお願いします。 

（５）実施結果の公表 

ア 実施結果については、概要をホームページ等で公表します。 

イ 参加された民間事業者等の名称は公表しません。 

ウ 公表にあたっては、参加された民間事業者等にあらかじめ内容の確認を行います。 

（６）参加除外条件 

次のいずれかに該当する場合は、サウンディング（対話）に参加することができません。 

ア 無差別大量殺人行為を行った団体の規制に関する法律（平成 11年法律第 147号）第８条第２

項第１号の処分を受けている団体若しくはその代表者、主宰者その他の構成員又は当該構成員

を含む団体 

イ 横浜市暴力団排除条例（平成 23 年 12 月横浜市条例第 51 号）第２条第２号に規定する暴力

団、同条第４号に規定する暴力団員等、同条第５号に規定する暴力団経営支配法人等又は同条

例第７条に規定する暴力団員等と密接な関係を有すると認められる者（法人その他の団体にあ

っては、その役員（業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。）が暴

力団員等と密接な関係を有すると認められるものをいう。） 

ウ 神奈川県暴力団排除条例（平成 22年神奈川県条例第 75号）第 23条第１項又は第２項に違反

している事実がある者 

 

５ 担当及び連絡先 

 
 

課 ・ 担 当 建築局市営住宅課 板倉、岩井 

所 在 〒231-0005 横浜市中区本町 6-50-10 

電 話 番 号  045-671-2942 

E - m a i l kc-shieijutaku@city.yokohama.lg.jp 

課 ・ 担 当 行財政局ファシリティマネジメント推進課 小林、水落 

所 在 〒231-0005 横浜市中区本町 6-50-10 

電 話 番 号  045-671-2273 

E - m a i l gz-haiko@city.yokohama.lg.jp 

mailto:kc-shieijutaku@city.yokohama.lg.jp
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野庭住宅・野庭団地 複合拠点構想（案）

２ 野庭住宅・野庭団地の現在

（１）現状と課題

① 居住人口の減少や高齢化

市全体・港南区と比べ人口減少・高齢化が進み、建設当初

から住み続けている親世代の高齢化、子ども世代の進学・就

職・結婚等による転出が進んでいます。

② 既存生活利便施設の老朽化・用途転換

野庭住宅・野庭団地全体の核となる商業拠点として建設

された野庭団地ショッピングセンター、野庭サブセンターは、

開発より約50年が経過し、商業から福祉系への業態変化

が起きています。また、幹線道路からのアクセスや視認性

が低く、周辺部からは利用しづらい状況です。

③ 駅周辺へ徒歩でのアクセス困難地域

上永谷駅、港南台駅周辺には、大型の商業施設、病院等の

主要な生活施設が立地していますが、野庭住宅・野庭団地

中心部から駅までは直線距離で1kmを超え、高低差も大き

いことから、車やバスでのアクセスとなります。

（2） 野庭住宅・野庭団地住民のニーズ

みらいビジョン策定に先駆けて実施したアンケートでは、地域にあったら良い店・場所として、ホームセン

ター等の大型店舗、カフェ等の飲食店、生鮮食品等の個店等のニーズが高いことを確認しています。

３ 複合拠点の考え方

野庭住宅・野庭団地では、『野庭住宅・野庭団地みらいビジョン』（以下、「みらいビジョン」という。）を策定
し、より良いまちの再生に向けて、野庭住宅・野庭団地全体の課題や魅力、将来の方向性について、地域全体
で共有しています。
また本市では、横浜市都市計画マスタープラン全市プラン（令和7年策定）で、郊外大規模団地や郊外住宅

地の再生について、「団地再生の機会を捉えた地域で求められる多様な機能の導入」を方針に掲げています。
本構想では、市が策定した方針に基づき、みらいビジョンにおいて示された野庭住宅・野庭団地の複合拠

点の具体化に向け、複合拠点の考え方や複合拠点づくりの方向性を定めるものです。

横浜市都市計画マスタープラン

郊外大規模団地や郊外住宅地の再生につい
て、「団地再生の機会を捉えた地域で求められ
る多様な機能の導入」

みらいビジョン（地域全体で共有）

将来のまちのイメージ
商業機能の充実・交流の場・雇用の場の
創出等につなげる複合拠点の整備

野庭住宅・野庭団地複合拠点構想

商業業務を
中心とした
市街地

実現 具体化

・既存の拠点と緑道を介してつながり、地域全体

の活性化

・地域の交流の場としてふさわしく、道路からの

アクセスが容易なすずかけ通り沿い深田橋

交差点付近

１ 構想の目的と位置づけ

市営住宅の再生に関
する基本的な考え方

横浜市地震防災戦略

整合

位置の考え方

・旧野庭中学校跡地及び現市営住宅C街区を、複合拠点計画地とします。

・地域で不足しているホームセンター等の大型店舗・飲食店など地域のにぎわいの中心となる商業施設を

導入します。

・生活利便施設、子育て・高齢者施設を誘導するとともに、防災機能の向上を図り、商業施設と併せ、地域

の中心となる複合的な機能を有する拠点づくりを進めます。

・商業・生活サービス機能、交流・活動機能、防

災機能等を集約的に導入し、既存のショッピ

ングセンターやサブセンターを補完しながら、

地域全体の利便性とにぎわいを一体的に向上

・みらいビジョンで共有した住民のニーズを踏ま

え、地域一帯の課題解決に資する機能導入

導入機能の考え方

土
地
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用
方
針
図 子育て
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福祉
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複合拠点

港南台駅

上永谷駅

500m
圏内

1km圏内

複合拠点

みらいビジョンでは、10年、20年後を見据え若い世代を呼び込み、誰もが継続し住み続けられるまち

にしていくことが必要であると考え、地域の商業機能の充実、交流の場、雇用の場を創出する「複合拠点」

を新たに整備することとしています。

1K 2K0

A A’

緑道 道路

69m 70m
72m

68m 68m

■地形断面図（A－A‘） ※地形断面図の標高は3倍に強調している

分譲住宅 分譲住宅 市営B街区 野庭中央公園 市営A街区 舞岡上郷線すずかけ通り
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野庭サブ
センター

至：野庭団地ショッピングセンター

■複合拠点の方針図

横浜市 建築局市営住宅課 2026（令和８）年６月作成

旧野庭中学校街区

現市営
住宅

C街区

緑道

 周辺の歩行者動線

歩道状空地等

緑地等

 広場、空地
  

【既存部分】

【計画（構想）】

複合拠点に配置される施設は、既存ショッピングセンター・サブセンターの機能を補完する構成を基

本とし、業種・業態が重複しないよう配慮した上で、相互補完できる施設配置とします。

緑道を中心に複合拠点と既存サービス拠点がつながることで、人の流れや利用機会を誘導し、既存

ショッピングセンター・サブセンターへの来訪機会の増加につながるなど、それぞれの機能や魅力を

高め合う関係を構築します。

防災機能については、災害時の対応だけでなく、平時においても日常的に利用される施設や空間の

中で無理なく機能することを重視し、地域の防災力向上につながる整備を行います。

周辺の住宅地との調和にも配慮し、建物の配置や規模、動線計画については、周辺環境に与える影

響を抑えながら、地域に開かれた空間形成を図ります。

これにより、新たな複合拠点と既存サービス拠点との相乗効果を高め、魅力のあるまちづくりに寄

与します。

住まい

安心
安全

現市営住宅Ｃ街区 ー 日常の暮らしと利便が重なるエリア ー

・市営住宅建替えによる集約化を行い、余剰地を創出
・生活利便施設や子育て支援施設・高齢者福祉保健施設等、
多世代が暮らし続けられる施設の誘導

・すずかけ通り沿いの低層部では地域のにぎわいや
つながりに寄与する環境づくり

 ・周辺住環境と拠点を緩やかにつなげる空地や
緑道との一体的な空間づくり

・既存住戸建替えによる、子育て世帯の誘導
・高齢者向け住宅など、住み慣れた地域で住み続けられる環境の整備

・災害発生後も安心して暮らせる環境づくり
・備蓄や共助活動等に活用可能なスペースの確保など、防災力向上に資する住宅の誘導

４ 複合拠点づくりの方向性

住まい

拠点 活動
安心
安全

つながり

みらいビジョン４つの再生方針＋安心安全

拠点 活動

つながり

安心
安全

旧野庭中学校街区 ー 新たなにぎわい創出のエリア ー

・徒歩圏において不足している商業機能を強化し、生活利便性の向上とにぎわいや雇用の場
を創出するため、ホームセンターや飲食店などのアンケートで要望の高かった施設を中心に
複合的に計画

・緑道からアクセス可能な、子どもから大人まで憩える
交流の場や屋外広場空間の創出

 ・周辺住環境と拠点を緩やかにつなげる屋外広場や
緑道との一体的空間づくり
・自転車や電動モビリティなどのシェアリングサービスの
設置

・周辺住民が災害時に利用できる一時避難、トイレ、給水
の提供等、防災に資する機能の誘導
・備蓄や物資供給、物流対応等に資する機能の誘導
・災害時の活動や支援拠点として活用可能な空間の誘導

「野庭住宅・野庭団地 みらいビジョン」とは…
本住宅・団地全体の課題や魅力、将来の方向性について、地域のみなさまと共有するためのものです。
みらいビジョンでは10年、20年後を見据え若い世代を呼び込み、誰もが継続し住み続けられるまちにしていく

ことを謳い、 ４つの再生の方針を定めています。また、既存の拠点の活用・活性化を図りながら、地域の商業機能
の充実、交流の場、雇用の場の創出につなげる「複合拠点」を新たに整備し、各拠点が緑道を介してつながることで
様々な活動の場として利用されるまちのイメージを示しています。

＋

複合拠点

つながり活動

緑道 ー 世代をつなぐみどりの憩いエリア ー

・市、地域、事業者が連携し、日常的な維持管理や活用を行うことで、継続的に使われ、
地域に愛される空間を目指す

・緑道を軸とした歩行者動線の充実により、複合拠点や既存サービス拠点、住宅地をつ
なぎ、人の流れを生み出す

つながり活動

本構想では、みらいビジョンで定めた「拠点」 「つながり」

「活動」 「住まい」 の４つの再生方針に加え、地域における

防災意識の高まりを踏まえた「安心安全」 を加えた５つの

方針に基づいて、「旧野庭中学校街区」と「現市営住宅C街

区」の特性に応じた複合拠点づくりの方向性を示します。



凡　例

給水装置

・口径350mm以上の管路（一部口径
300mmを含む）はグレー表示
・弁栓類（消火栓、制水弁、
空気弁　等）は表示していません。

水道配管平面図を利用する上での注意事項
　この平面図はできる限り最新の管路情報を提供できるように努めておりますが、 　口径　350ｍｍ以上の管情報については、敷設位置についてはグレーで 　この図面の作成に当たっては、横浜市道路局のデータベースを
水道工事完成から最新データがシステム入力されるまでに時間を要することから 表示しておりますが、管種・口径については本図面では表示しておりませ 使用しました。
現地の状況と整合しない場合があります。 ん。工事計画等を立てられる場合は、必要に応じて担当部署で調査 (C)横浜市道路局　許可なく複写複製を禁ず。
　最新の情報が必要な場合や設計・工事見積り等の協議を要する場合は、 し、毀損事故等の対策を実施してください。
担当部署で調査をお願いします。
　なお、個人情報を含む管路情報の提供には、本人確認及び委任状等が必要です。

横浜市水道局

図郭番号：6-16:2-4
縮尺： 1/ 500（A3印刷時）
出図年月日：2026年06月12日
出図時刻　：11時46分55秒

ウェブサイト出図 ID : 06898579
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図　　名

工事件名

施工場所

縮　　尺

地形図番号

図番

号線番号

横浜市環境創造局

平成29年度設計図（排除方式　分流）

1
1

図示

港南区野庭町630番地

.

０ ５ １０ １５ ２０ ２５ ３０ ３５ ４０ ４５ ５０ｍ

災害時下水直結式仮設トイレ用下水道管

整備工事（その１１０）

縮尺 １：２５０

野庭中学校

記　号 名　　　称

凡　　　例

縮尺　横 １：２５０

　　　縦 １：１００
位   置   図

使用水準点

標石番号

標高 (M)

（平成28年8月）

港南区野庭町630

既設人孔鉄蓋枠

674800

平面図平面図・縦断図

縦断図

既設管渠及び人孔

新設管渠及びます

貯
新設管渠及び貯留弁付きマンホール

0

既設宅内排水ます

～ 14

廊
下

廊
下

廊
下

廊
下

渡
り

便
所 廊

下

昇
降
口

ピ
ロ
テ
ィ

保
健
室

保
健

技
術

員
室

倉
庫

昇
降
口

放
送
室

図
書
室

昇
降
口

廊
下

ピ
ロ
テ
ィ

木
工
室

金
工
室

Ａ
棟

Ｂ
棟

Ｃ
棟

公
　
道

2
,
4
0
0

石
油
保
管
庫

屋
内
運
動
場

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

鳥
小
屋

記
念
碑

廊
下

渡
り

グ
ラ
ウ
ン
ド

歩行者
専
用道路

専
用
道
路

歩
行
者

正
門

南門

西
門

北
門

WC

石
灰
庫

ス
タ
ジ
オ

会
議
室

Ｗ
Ｃ

部
室

倉
庫

倉
庫

ｺﾞﾐ置
場

倉
庫

ﾎﾟﾘ容
器
置
場

Ｗ
Ｃ

室

職
員
室

Ｗ
Ｃ

2,100

4,100

1,8008,000

6,650

8,050

1,400

6
,
5
0
0

教
材
製
作
室

池

体
育

倉庫

砂
場

プ
ー
ル

相
談
室

校
長

事
務

室

職
員

更
衣
室 印

刷
室

職
員

部
室

変
電
室

玄
関

廊
下

渡
り

玄
関

器
具

更
衣

WC

更
衣

管
理

受
水
槽

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

準
備

室

廊
下

渡
り

耐
震
化
路
線
φ
30
0に

接
続

非
耐
震
化
路
線

耐
震
化
路
線

最終桝①

KBM

水道管

ガス管

電気ケーブル(東電)

電話ケーブル(ＮＴＴ)

専用道路

歩行者

正門受水槽
ﾎﾟﾝﾌﾟ

室

貯

既
設

・
3
0
0
H

○

NTT2条1段 DP=1.55

水道φ150 DP=1.20

水道φ150 DP=1.20

水道φ200 DP=1.20

ガスφ200 DP=1.10

汚水管φ100 H=0.55

（切廻し）

雨水管φ900 IE=64.675

東電φ100 DP=1.05

汚水管φ100 H=0.48

水道φ65 DP=0.43

水道φ65 DP=0.35

水道φ50 DP=0.41
工事起点

No.1　20×H85（注水口）

No.2　20×H88（マンホールトイレ）

No.3　20×H92（マンホールトイレ）

No.4　20×H96（マンホールトイレ）

No.5　20×H100（マンホールトイレ）

No.6　20×H102（マンホールトイレ）

No.7　90×H120（貯留弁付きマンホール）

No.8　90×H173（第1種組立人孔）

0 450VU 17.5‰ 0.67

450VU 25.0‰ 0.67

２450VU 25.0‰ 1.50

３ 450VU 25.0‰ 1.50

４ 450VU 25.0‰ 1.50

450VU 0.0‰ 0.67

６ 450VU 0.0‰　1.20

７ 250VU 9.0‰ 5.70

１ 450VU 17.5‰ 0.83

５ 450VU 25.0‰ 0.83

No.9　90×H184（第1種組立人孔）

No.10　90×H194（第1種組立人孔）

No.11　90×H182（第1種組立人孔）

No.12　30×H102（小型塩ビマンホール）

No.13　30×H90（小型塩ビマンホール） No.15　30×H121（小型塩ビマンホール）

No.14　30×H124（小型塩ビマンホール）

既設人孔　150×H245（第3種組立人孔）

内副管φ200 h＝123

９ 250VU 5.0‰ 24.2
８ 250VU 11.3‰ 11.3

10 250VU 5.0‰ 9.3

11 250VU 5.0‰ 8.4

12 250VU 90.0‰ 11.3

13 250VU 36.2‰ 4.2

14 250VU 5.0‰ 6.6

15 250VU 5.0‰ 8.2

野庭中学校

号線番号

管　　径

勾　　配

号線間距離

人孔間距離

流　　速

土　　被

追加距離

流下量

流出量

管底高

H

施工種別

覆工種別

側溝種別

矢板工種別

基礎工種別

埋戻工種別

交通整理員

取付管埋戻工種別

管種別

舗装復旧種別

現 在 地 盤 高

DL=65.000
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雨水管φ900 IE=64.675

水道φ50 DP=0.44

汚水管φ100 H=0.48

水道φ65 DP=0.43

水道φ65 DP=0.35

水道φ50 DP=0.41
不明管φ60 DP=0.82

不明管φ50 DP=0.84

NTT2条1段 DP=1.55

②

改良土基礎

全面改良土埋戻し

下水道用硬質塩化ビニル管（VU）

1人／日

歩道舗装（As　t=5cm　RM-40　t=15cm)

②軽量鋼矢板Ⅰ型1段梁平均長L=2.0（全面）

L交通

5.9

As舗装

2.3

③

L交通（As　t=5cm　RM-40　t=35cm)

②
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①小口径刃口推進工（昼間施工）開削工法（昼間施工） 開削工法（昼間施工）①

3人／日

③軽量鋼矢板Ⅰ型1段梁平均長L=2.5（全面）

③ ③

01172099
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縮 尺

施工場所

工事件名

図 名

図 番 ／

横 浜 市 環 境 創 造 局

平 面 図

42-7 42-8

凡 例

既設管きょ及びます(ﾏﾝﾎｰﾙﾄｲﾚ)

既設管渠及び貯留弁付きマンホール

既設管きょ及び第１種組立人孔

貯

ク

既設汚水管きょ及びます・人孔

既設雨水管きょ及びます・人孔

既設分流汚水管きょ及びます・人孔

既設分流雨水管きょ及びます・人孔

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

案 内 図

港南区野庭町630番地

1 5

平 面 図 S＝1/250 【旧野庭中学校】

よこはま港南地域
療育センター

養護老人ホーム
野庭風の丘

野庭中学校

計画位置
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ス
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1:250

令和５年度設計図 (排除方式 分 流)

災害時下水直結式仮設トイレ用
貯水槽設置工事（その３）
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